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［解 説］ 

昨年より基本的な問題で, すっきり解けます。漸化式の両辺に n をかける変形もよ

く見かけます。 
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［解 説］ 

計算ミスに注意することが, 最大のポイントです。 
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a=OA , b=OB , c=OC とおくと, 条件(i)より,  
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③より, 
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同様にして, °=Ð=Ð 60COABOC なので, △OAB, △OBC, △OCA は正三角形

となり, 四面体 OABCは正四面体である。 

 

［解 説］ 

頂角が °60 の二等辺三角形は正三角形という方針で解をつくりました。 
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［解 説］ 

有名な 1 の虚立方根の問題です。次数の高い式の値を求めるのも, 全く気になりま

せん。 
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kを実数として, Aが Eの実数倍かどうかで場合分けをする。 

(i)  kEA = のとき 
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すなわち(＊)が成立する条件は, da = かつ 0== cb である。 

(ii) kEA ¹ のとき 
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次に, 0¹s のときは OB ¹ である。 

ここで, B の行列式を Bdet とおくと, 逆行列 1-B が存在する条件は, 任意の実数
r, s )0( ¹s に対して, 0det ¹B である。 
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0det =B を rの 2次方程式とみて, その判別式を Dとすると, 求める条件は,  
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このとき, Aは Eの実数倍とはならない。 
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［解 説］ 

Aと Eが 1次独立でないかどうかで場合分けをしました。しかし, この考え方は馴

染みの薄いものでしょう。 
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nチームを A1, A2, A3, A4, …, Anとし, 以下 A1と A2が 2-n 勝 1敗する場合を考え

る。 

まず, A1と A2が対戦して, A1が勝ち, A2が負ける確率は
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ところで, A1が A3～Anと対戦して 1 敗するチームが A3の場合, A3については A2

との対戦で 1 敗しているので, 他の A4～An との対戦で少なくとも 1 敗しなくては, 
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で条件に適する。 
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次に, A1が負け, A2が勝つときも同様であり, また A1, A2, A3, A4, …, Anの中で, 
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［解 説］ 

文系にも類題があります。その類題では, 余事象を利用してを求めたややこしい確

率が, 理系で出題されています。 

 


